




動脈硬化症は必ずしも成人になってから発生,進展するとはかぎらず,最近では小児期より

既に動脈壁等に硬化性病変が存在するとの考えが定説となりつつある。そこで動脈硬化疾

患の進展因子である高脂血症を小児期の早期に発見し,適切な治療をすることは将来の動

脈硬化症の進展の防止に重要である。また最近 Mi11er&Miller が生体内の Cholestrol(CH)

が High Density Lipoprotein-CH(HDL・CH)濃度と負の相関を認める成績を報告して以来,

虚血性心疾患と HDL-CH 値との関連性が疫学的・臨床的分野で検討され,低 HDL-CH 血症が虚

血性心疾患の負の危険因子であることが報告されている。そこで今回は臍帯血の総 CH

値,HDL・CH 値を測定し,さらに家族性 TypeIIa 高脂血症の家族調査をし,HDL-CH 値を検討し

たので報告する。 


